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【対象学科・専攻】環境都市  4年
【担当教員】 辻　和秀

【授業目標】
□ 原子について、初歩的な量子論を用いて、電子軌道や電子配置、周期律が理解できる
□ 分子の形や性質を、混成軌道を用いて理解できる。
□ エネルギー、エントロピー、ギブスエネルギーを用いて、反応の方向について理解できる
□ 反応速度や半減期の概念で核化学の初歩が理解できる

【教育方針・授業概要】
本科目の総授業時間数22.5 時間である。
今まで勉強してきた化学および物理をふまえ、物質の基礎的な理論を中心に学ぶ。
内容としては、高校化学と大学一般教養の化学との橋渡し的授業である。
１年の化学Ⅰ、Ⅱでは暗記中心だった事柄を、理論だてて整理することが目的である。
前半では、原子や分子の性質や結合が、初歩的な量子論を用いどのように体系づけられるかを学ぶ。物質を微視的な
視点から捉える。後半は、化学反応の理論や電池、電離平衡などを熱力学などを用いて理由づける。物質を巨視的な
視点で捉える。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：理系のための基礎化学：増田芳男、澤田清：化学同人
参考書：理工系学生のための化学基礎：野村浩康、川泉文夫編：学術図書出版社
参考書：化学の基本ノート（物理化学編）：岡島光洋：中京出版
参考書：化学の発想法：石川正明：駿台文庫
参考書：工科系学生のための化学：東京化学同人

【成績評価方法】
[前期]中間試験：50％,期末試験：50％

【達成目標】
　 達成目標 割合 評価方法

1 物質の性質や結合を初歩的な量子論を用いて微視的な視点で理解す 50 %

る。

2 物質の反応を、初歩的な熱力学を用いて巨視的な視点で理解する。 50 %

【本校の学習・教育目標】
◎(B-2) 基礎工学科目の学習を通して、工学の基本を身に付ける

【授業計画】（基礎物質科学）
回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

1-7 物質と分子、原子 原子の電子軌道や電子配置と周期表の関係

電気陰性度と結合の種類

混成軌道と分子の形

8 中間試験

9-15 化学反応とエネルギー エネルギーとエントロピー

自発的に起こる反応とギブスエネルギー

反応速度と半減期

化学平衡

核化学


